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Abstract 
In this report, we introduce a successful example of usage of an English 
e-Learning system, i.e., ALC NetAcademy2, in an English class of 
‘Technical English Exercise’ (which is offered for third-year students in 
School of Mechanical Engineering, Collage of Science and Engineering, 
Kanazawa University). We evaluated the effectiveness of combination of 
e-Learning systems and English classes, using TOEIC equivalent scores 
obtained from the e-Learning system. In 2010, ninety-seven students 
participated in this class in the first or second semester. The average 
score was approximately 400 points at the beginning of this class. 
However, at the end of the class, the score was approximately improved 
up to 500 points. Although e-Learning systems are generally designed 
and developed for self study, the effectiveness is likely further enhanced 
by an appropriate instruction, e.g., a schedule management by teachers. 
We conclude that the combination of e-Learning systems and English 

























的な効果として TOEIC 点数の向上が期待でき，本授業では TOEIC 換算で「100
点 UP 且つ TOEIC500 点以上」を目標としている。本報告では，「技術英語演習」




2．e-Learning システムの概要と授業への利用方法  




2-1. e-Learning システム（ALC Netacademy2） 
金 沢 大 学 で は ， 外 国 語 教 育 用 の e-Learning シ ス テ ム と し て ， ALC 
Netacademy2 を導入している 1,2)。本学の学生は，入学時に配布される ID，パスワ
ードを用いて，インターネットのネットワーク上から，ALC Netacademy2 システムにロ
グインすることができる。本学に導入された ALC Netacademy2 システムのコース一
覧を図 1 に示す。 
本学の ALC Netacademy2 システムでは，英語などの語学学習を行う上で様々
















ャンクライティング」という手 法 を用 いた教 材 。e-mail を題材として，メールの返事 を
書きながらライティングの学習を行う。 
 
本授業では，TOEIC の学習に重点を置き，TOEIC 300 点～600 点程度の学習
者 を対 象 とした「初 中 級 コース プラス」を利 用 した（3 章 で後 述 ）。「初 中 級 コース 
プラス」のコース構成とユニット構成を図 2 に示す。「初中級コース プラス」は，「リス
ニング」，「リーディング」，「TOEIC（R）テスト演 習 」，「TOEIC（R）パート別 テスト演
習」，「中 間／修 了テスト」のサブコースで構 成 されている。「リスニング」と「リーディン
グ 」 は 各 20 ユ ニ ッ ト あ り ， バ ラ ン ス よ く 学 習 で き る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。 ま た ，
「TOEIC（R）パート別テスト演習」（7 ユニット），「TOEIC（R）テスト演習」（10 ユニッ
ト）を学習の進捗状況に合わせて実施することで，効率良く TOEIC 対策が行える。
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 図 1 金沢大学の ALC Netacademy2 システムのコース一覧 2) 
 
 
図 2 「初中級コース  プラス」のコース構成とユニット構成 2) 
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 図 1 金沢大学の ALC Netacademy2 システムのコース一覧 2) 
 
 
図 2 「初中級コース  プラス」のコース構成とユニット構成 2) 
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3．e-Learning システム（ALC Netacademy2）の授業への活用方法  
3.1 授業の背景と目的  
現在，大学では，英語によるコミュニケーション能力を有した人材の育成
が求められており，このコミュニケーション能力を評価するため，世界共通











・TOEIC 換算で「100 点アップ，TOEIC 500 点以上」を目指す。  
 
次節で詳述するが，本授業では，英語があまり得意でない学生（TOEIC 500
点未満）を対象にする。従って，TOEIC 300 点～600 点の学習者向けのコ
ースが適していると考えられることから，前述の ALC Netacademy2 の「初
中級コース  プラス」を利用した。  
 
3.2 対象学生  
本授業「技術英語演習」は，機械工学類 3 年生（約 150 名）を対象とし
た選択科目である。  
4 年生になると，卒業研究などで英語に接する機会が増えるだけでなく，







3.3 授業方法  
本授業の概要を表 1 にまとめる。第 1 回目のガイダンスでは，e-Learning
システム（ALC NetAcademy2），学習計画表，進捗報告などの概要説明を
行い，受講後，各自で ALC NetAcademy2 への接続を確認してもらう。ま
た，はじめに，現在の英語レベルを把握してもらうため，レベル診断テスト
として，「TOEIC テスト演習」のユニット 01 を受験し，前述のアカンサス
ポータルを通して，テスト演習の結果を報告するよう義務付けている。尚，




従って，2 回目以後は，学習計画表に沿って，『初中級コース  プラス』のユ
ニットの学習を各自が行うことになる。  
 
表 1 授業の概要  
1 回目   ガイダンス 登録方法  
レベル診断として「TOEIC テスト演習ユニット 01」を受験  
2 回目～  リスニング（ユニット 01-10）  
リーディング（ユニット 01-10）  
TOEIC（R）テスト（No.1-5）など  
8 回目  中間テスト  
9 回目～  リスニング（ユニット 11-20）  
リーディング（ユニット 11-20）  
TOEIC（R）テスト（No. 6-10）など  
15 回目  修了テスト  
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不可，通常の進捗報告は未報告 3 回で不可とするなどのルールを設けた。 
 
3.4 学習効果の評価方法  
本授業の学習効果を検討するため，平成 22 年度に開講した前期 1 クラス
（56 名），後期 1 クラス（41 名）の受講者 97 名のデータを使用した。評価
対象は，第 1 回目に実施したレベル診断テスト（「TOEIC テスト演習」のユ
ニット 01），第 8 回目の中間テストおよび第 15 回目の修了テストの 3 つの
テストを使用し，以下の検討では各テストの TOEIC 換算点を評価した。  
4. 学習効果  
4.1 各テストの結果  
各テストの平均点，点数分布を表 2，図 5 に示す。レベル診断時に 400 点
程 度 で あ っ た TOEIC 換 算 点 が 修 了 時 に は 500 点 程 度 ま で 向 上 し ，
e-Learning システムを利用した学習の効果が確認できる（表 2）。特に，レ
ベル診断時に多かった 400 点未満の学生が減少していることが分かる（図 5）。 
 






















図 5 成績分布  
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図 6 得点分布の変化  
 






















5. まとめ  
本報告では，金沢大学理工学域機械工学類 3 年生を対象に開講した「技術
英語演習」の e-Learning システム（ALC NetAcademy2）の活用方法を紹
介した。また，本授業の学習効果を TOEIC 換算点により評価し，e-Learning
システムを利用した英語学習の有効性について検討した。その結果，授業開












感謝の意を表する。本報告は，平成 23 年 11 月 22 日に開催された第 1 回金






2)  ALC NetAcademy2 
http://fliwww2.ge.kanazawa-u.ac.jp/el/kid.asp 
3)  金沢大学アカンサスポータル  
https:/ /acanthus.cis.kanazawa-u.ac.jp/Portal/ 
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